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　会長あいさつ� 会長　板倉　久徳
　日頃よりPTA活動にご理解とご協力をいただきありがとうござ
います。本年度より県Ｐ連会長を務めさせていただくことになり
ました板倉久徳です。よろしくお願いいたします。
　県Ｐ連では「子どもたちの未来に希望と夢を～地域で育てる生
きる力～」をスローガンに掲げ、さまざまな事業に取り組んでお
ります。各郡市Ｐ連から選出いただいた理事の皆さまには、教育
問題委員会・広報委員会・組織検討委員会のいずれかに所属して
いただき、学校や家庭、そして子どもたちの周囲で生じている課
題について検討・活動を進めていただいております。また、新潟
県をはじめとする関係団体からの要請に応じ、会議への出席や
諮問への対応を行い、県内のPTAを代表して意見を述べる役割も
担っております。
　子どもたちの教育には、学校だけでなく、家庭や地域社会との
連携が欠かせません。いじめや不登校、ネットトラブル、部活動
の地域展開など、多様な課題に対して関係者が力を合わせ、解決
に向けた取り組みを進めていきたいと考えております。
　PTA活動の基本は、各学校での日々の活動にあります。子ども
たちの健やかな成長のために、会員の皆さまが協力し合い、子ど
もたちと関わる大人の笑顔が広がるよう、楽しみながら活動を続
けていただければ幸いです。県Ｐ連としても皆様と協力して活動
していきたいと思います。よろしくお願いいたします。

新潟県小中学校PTA連合会組織図（令和７年８月５日現在）

単位PTA
（団体数：４82団体  会員数：84,532人）

22郡市町ＰＴＡ連合会（協議会）

理事会

◆専 門 委 員 会 ・教育問題委員会
    ・広報委員会
 ・組織検討委員会
◆役員選考委員会

総　会監　事 顧　問

本部役員会

令 和 ７ 年 度 　 役 員令 和 ７ 年 度 　 役 員 委員会…教：教育問題　広：広報　組：組織検討
役　職 所　属 氏　名 委員会
会　長 新発田 板倉　久徳
副会長 十日町市津南町 藤巻　優樹 教
副会長 新発田 長下部眞太 広
副会長 上　越 畠山　　徹 組
副会長 柏　崎 宮坂　哲也 広
監　事 小学校長会 𡈽田　利康
監　事 長岡市出雲崎町 柿本　英信
監　事 五　泉 佐久間哲平
理　事 上　越 鈴木　博美 広
理　事 上　越 横田　朋巳 教
理　事 糸魚川 山口　正人 広
理　事 妙　高 滋田　正樹 組
理　事 長岡市出雲崎町 中村　一也 広
理　事 長岡市出雲崎町 吉田　智也 組
理　事 三　条 大久保裕司 教
理　事 柏　崎 泉　　　敬 組
理　事 加　茂 波塚　隆行 広
理　事 見　附 田代　和美 教
理　事 小千谷 大矢　諭志 教
理　事 十日町市津南町 柳　　典孝 組
理　事 南魚沼郡市 大塚　雪乃 組
理　事 魚　沼 関　　善博 教
理　事 田　上 渡辺　勇祐 広
理　事 新発田 後藤仁義志 教

役　職 所　属 氏　名 委員会
理　事 五　泉 齋藤　恵子 広
理　事 燕・弥彦 矢島　　才 広
理　事 村上市岩船郡 太田　正平 組
理　事 阿賀野 五十嵐友和 教
理　事 佐　渡 岩﨑あゆみ 組
理　事 胎　内 坂上　　稔 組
理　事 聖　籠 吉川　香織 教
理　事 阿　賀 大江　　慎 広
理　事 小学校長会 小林　秀智 教
理　事 中学校長会 大川　正史 組
理　事 教職員組合 米桝　将太 広
理　事 教職員組合 鈴木　宏子 教
顧　問 小学校長会 藤本　高雄
顧　問 中学校長会 金山　光宏
顧　問 県Ｐ連 岩渕里江子
顧　問 県Ｐ連 宮下あさみ
顧　問 県Ｐ連 今井　康弘
顧　問 県Ｐ連 小野　　洋
顧　問 県Ｐ連 百都　順也
事務局長 県Ｐ連 市村　𠮷之
事務局次長 県Ｐ連 玉木　　浩
事務局員 県Ｐ連 大久保祐子
事務局員 県Ｐ連 羽田野悦子

� 新潟県小中学校PTA連合会
� 事務局長　市村　𠮷之
　このたび、事務局長を務めさせていただくこととなりました市村
𠮷之です。微力ではございますが、子どもたちの健やかな成長と、
保護者・教職員の皆さまの連携を支える活動の一助となれるよう、
誠心誠意努めてまいります。よろしくお願いいたします。

事務局長あいさつ

各専門委員会　今年度活動方針各専門委員会　今年度活動方針
教育問題委員会活動方針　教育問題委員長　横田　朋巳横田　朋巳

　今年度の当委員会は「子どもの学びは今と昔でどう
変わってきたのか」という視点で、時代による教育の
変化、それに伴う子どもたちの悩みや困りごとを理解
し、保護者として少しでも子どもたちを支える事がで
きるような活動を行います。

広報委員会活動方針　　 　広報委員長　鈴木　博美鈴木　博美

　時代に合わせたカタチを求められるPTA広報です
が、私たちは流し読みされる紙面ではなく、保護者・
先生・関係各所の皆様の手に目に留まる有意義な情報
を届ける広報紙づくりを考えていきます。

組織検討委員会活動方針　組織検討委員長　吉田　智也

　PTA組織検討委員会は、より効率的で参加しやすい
PTAの在り方を目指し、現行組織の課題整理と改善案
の検討を行います。保護者・教職員の意見を尊重し、
柔軟で持続可能な組織づくりを推進します。
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第23回新潟県PTA広報紙コンクール入賞PTA第23回新潟県PTA広報紙コンクール入賞PTA

胎
内
市
立
中
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小
学
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Ｐ
Ｔ
Ａ

小学校の部
最優秀賞

糸
魚
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市
立
糸
魚
川
中
学
校
Ｐ
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Ａ

中学校の部
最優秀賞

新
発
田
市
立
豊
浦
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

長
岡
市
立
深
沢
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

上
越
市
立
大
潟
町
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

見
附
市
立
名
木
野
小
学
校
育
伸
会

　
昨
年
に
続
き
審
査
に
参
加
さ
せ
て

も
ら
い
、今
年
も
レ
ベ
ル
の
高
さ
と
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
の
豊
か
さ
に
目
を
見
張

り
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
広
報
紙
に
優
れ
た
点

が
あ
り
、
審
査
で
点
を
つ
け
る
際
は

非
常
に
迷
い
ま
し
た
。
レ
イ
ア
ウ
ト

や
写
真
は
ど
の
学
校
の
も
の
も
優
れ

て
い
ま
し
た
。
た
だ
学
校
の
行
事
を

紹
介
す
る
だ
け
で
な
く
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と

し
て
の
視
点
を
し
っ
か
り
報
じ
て
い

る
紙
面
に
惹
か
れ
ま
し
た
。

　

小
学
校
の
部
最
優
秀
の
中
条
小

「
さ
ん
せ
ん
橋
」は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
学
校
活

動
へ
の
積
極
的
な
参
加
が
感
じ
ら
れ

る
紙
面
で
し
た
。「
逃
走
中
!!　
校

長
先
生
を
助
け
出
せ
！
」の
フ
ロ
ン

ト
写
真
は
と
て
も
目
を
引
き
、
ど
ん

な
イ
ベ
ン
ト
な
ん
だ
ろ
う
？　
と
興

味
を
か
き
た
て
ら
れ
ま
し
た
。
特
集

の
紙
面
か
ら
イ
ベ
ン
ト
の
楽
し
さ
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
紙

面
ス
ペ
ー
ス
で
す
が
、
ど
ん
な
ル
ー

ル
で
ど
の
よ
う
に
進
行
し
た
の
か
が

分
か
る
記
載
が
あ
る
と
、
さ
ら
に
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
思
い
切
っ
て

見
開
き
展
開
に
す
る
手
も
あ
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
さ
ん

と
校
長
先
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

は
、
野
球
で
な
ら
し
た
２
人
を「
今

年
の
バ
ッ
テ
リ
ー
に
死
角
な
し
」の

見
出
し
で
紹
介
し
、
充
実
し
た
内
容

で
し
た
。

　
中
学
校
の
部
最
優
秀
の
糸
魚
川
中

「
笑
顔
」は
レ
イ
ア
ウ
ト
の
秀
逸
さ
が

目
を
引
き
ま
し
た
。
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
の
写
真
を
横
ワ
イ
ド
で
展
開
し
た

の
は
効
果
的
で
し
た
。
題
字「
笑
顔
」

の
デ
ザ
イ
ン
も
毎
回
違
う
方
が
担
当

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
大
変
凝
っ
た

作
り
だ
と
思
い
ま
し
た
。
保
護
者
の

方
の
声
も
し
っ
か
り
紹
介
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
も
う
少
し
多
め
で
も
良

か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
三
条
市
立
第
三
中
の「
き
ず
な
」に

は
生
徒
の
ご
家
族
の
声
が
た
く
さ
ん

紹
介
さ
れ
て
い
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の

積
極
さ
と
学
校
へ
の
思
い
の
深
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

　
豊
浦
小「
と
よ
う
ら
」の
卒
業
を
祝

う
紙
面
で
は
、
た
く
さ
ん
の
似
顔
絵

と
と
も
に「
未
来
の
自
分
に
向
け
て

『
大
切
に
し
た
い
言
葉
』」を
紹
介
し

た
紙
面
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
の
言
葉
を
熟

読
し
ま
し
た
。

　
深
沢
小「
夕
や
け
」は
レ
イ
ア
ウ
ト

の
う
ま
さ
が
光
っ
て
い
ま
し
た
。

　
名
木
野
小「
育
伸
会
便
り
」で
は
児

童
た
ち
の
笑
顔
の
い
い
写
真
が
た
く

さ
ん
あ
り
、見
ほ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
新
発
田
市
立
第
一
中
の「
だ
い
い

ち
」も
レ
イ
ア
ウ
ト
が
上
手
で
し
た
。

写
真
が
効
果
的
に
配
置
さ
れ
、
色
の

使
い
方
も
派
手
で
は
な
い
も
の
の
、

読
み
や
す
い
紙
面
で
し
た
。

　
津
南
中
等
教
育
学
校
の「
未
来
」は

各
ペ
ー
ジ
と
も
す
っ
き
り
読
み
や
す

い
作
り
で
し
た
。

　
大
潟
町
小
の「
あ
ら
い
そ
」の
運
動

会
の
特
集
か
ら
は
効
果
的
な
写
真
と

文
字
の
配
置
で
児
童
の
頑
張
り
や
歓

声
が
十
分
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
新
聞
の
編
集
の
仕
事
に
携
わ
っ
て

30
年
以
上
に
な
り
ま
す
。
毎
日
、
レ

イ
ア
ウ
ト
や
見
出
し
に
頭
を
悩
ま
す

日
々
で
す
。
今
回
楽
し
く
紙
面
を
読

ま
せ
て
い
た
だ
く
中
で
、
日
々
の
編

集
作
業
の
ヒ
ン
ト
も
い
た
だ
く
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。
大
変
良
い
機
会
を

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
広
報
紙
の
編
集
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

あ
り
方
や
学
校
生
活
に
つ
い
て
深
く

考
え
る
機
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

読
ん
で
楽
し
く
内
容
の
濃
い
広
報
紙

を
作
る
こ
と
は
、
児
童
・
生
徒
、
家

族
、
教
職
員
の
学
校
生
活
の
充
実
に

き
っ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
今
後
も
素

晴
ら
し
い
広
報
紙
が
発
行
さ
れ
続
け

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

第
23
回
新
潟
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙

コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
に
参
加
し
て

新
潟
日
報
社
編
集
局
メ
デ
イ
ア
編
成
セ
ン
タ
ー
第
二
部
長　
小
黒　
啓
一 

様

（応募数：小学校７校　中学校８校）

※�　最優秀賞、企画賞、写真賞、レイアウト賞は、全国小・中学校PTA広報
紙コンクールへ推薦いたします。

校種 賞 単位PTA名 広報紙名

小
学
校
の
部

佳　作 南魚沼市立五十沢小学校PTA きずな

佳　作 糸魚川市立能生小学校PTA はばたき

校種 賞 単位PTA名 広報紙名

中
学
校
の
部

佳　作 長岡市立青葉台中学校PTA あおば

佳　作 見附市立南中学校PTA Nanchu

佳　作 新発田市立豊浦中学校PTA 豊中Shibata

佳　作 阿賀野市立安田中学校PTA けやき

代
表
者　
佐
久
間　
純

　

見
て
楽
し
い
を
目
標
に
、
先
ず

大
人
が
楽
し
ん
で
活
動
し
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
と
い
う
結
果
に
大
変

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

代
表
者　
本
間　
寛
道

　

皆
さ
ま
と
築
い
た
活
動
を
誇
り

に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

企 

画 

賞

写 
真 

賞

レ
イ
ア
ウ
ト
賞

三
条
市
立
第
三
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

新
発
田
市
立
第
一
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

新
潟
県
立
津
南
中
等
教
育
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
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講　師：上級教育カウンセラー　横澤富士子　様講　師：上級教育カウンセラー　横澤富士子　様
演　題：こどものホンネと大人のタテマエ演　題：こどものホンネと大人のタテマエ
　　　　～今日から自分ができること～　　　　～今日から自分ができること～

講演を通して学んだこと
　私は横澤先生のご講演を拝聴するのは２
度目となります。前回は長女が小学生低学
年の時でしたが今回は中学生となり改めて

勉強になりました。講演では横澤先生ご自身の子育て、そ
してカウンセラーとして関わった子ども達から学んだ事を
基に楽しくお話してくださいました。その中でも反抗期の
お話もあり「信じて任せて待つ」「甘えがあるから反抗もで
きる」ということが強く心に残りました。本講演で学んだ
事を日々の子育てに活かしていければと考えます。
� 県Ｐ連　副会長　長下部　眞太

笑いを交えながらも
深く考えた講演会
　本部主催の研修会に参加し、講師横澤富
士子さんのお話を伺いました。育児休暇明

けの職員を誘って一緒に学ぶ機会をもてたことは、大変有
意義でした。講師の言葉に耳を傾ける彼女の姿から、教師
としての真剣さと親としての思いが伝わりました。日常で
つい見過ごしてしまう子どもへのまなざしを改めて意識す
る良い機会となり、学校・家庭・地域がよりよい形でつな
がっていけるよう、学んだことを活かしていきます。
� 妙高市小中学校PTA連合会　三田村　尚子

こどものホンネってなんだろう
　今回横澤様の講演を聞いて、今後の
子育てに生かしたいと思ったことを紹
介します。それはこどもとの会話の中

に「わかろうとする気持ちで聞く」というポイントを入
れてみる事です。こどもにはこどもの言い分があり、
心が成長する中で甘えと反抗を繰り返すとお話があり
ました。こどもの成長を願うあまり、親は焦ることが
あるかもしれません。わかろうとする気持ちを持ちな
がらこどもと接し、優しさと思いやりを持ってこども
の気持ちを受けとめてあげたいです。
� 加茂市PTA連絡協議会　波塚　隆行

令和７年度  研修会  令和７年度  研修会  本部主催本部主催

第73回日本PTA
全 国 研 究 大 会

　少子化や働き方改革と生活が激変している現代、PTAも今まで
通りとはいかず活動の是非や入会の是非だけが大きな問題として
注目されています。実はPTAという組織の根本や目的を知らない
事が原因の一つだと学びました。
　子育てする上で全ての大人が子育てで悩む、それを考え学ぶ場所というのもPTA
の目的や役割の一つです。また、子どもの教育は学校と家庭と地域が責任を分けあ
う必要性があることを、PTA発足時の国からの文書やPTAの歌の歌詞中に強く込め
ています。責任を分けあうための組織というのもPTAの目的や役割の一つです。
　時代にあった改編と同時に本来PTAが持つ目的・役割を理解してもらうことがこ
れからのPTA活動には必要だと感じました。

県Ｐ連　副会長　宮坂　哲也

特別第１分科会　サステナブルなPTA活動を構築するために
～今、改めて、PTA活動の存在意義を問う～
に参加して

　急激な社会の変化により、子どもたちは多様な価値観や情報に
触れる機会を持つ一方で、多くの混乱や不安を抱えて、問題行動
を引き起こします。非行の専門家である講師から、問題行動のそ
のメカニズムをお聴きし、その側面から親としての役割を考える時間となりました。
家庭教育では、子どもたちの『目線合わせ』をして、子ども自身の主体的選択を促す
ことが大切だと学びました。愛する地域の子どもたちが幸せで元気に育ち、社会の
一員として成長してもらいたい！そのために私たちも学び、伝えてまいりましょう。

聖籠町PTA連絡協議会　髙澤　　樹

子どもたちの学ぶ環境を改善するため子どもたちの学ぶ環境を改善するため
「教育予算増額・教職員定数増を求める」「教育予算増額・教職員定数増を求める」

署名のとりくみ署名のとりくみ
� 教育をよくする県民会議　代表　横山　由美子　𡈽田　志津子
　昨年度73,004筆の署名を県議会に提出させていただきましたが、近年不採択が続い
ていること、より一層子どもたちや保護者の目線としての署名活動にしていこうと考え、
以下の理由から標題を変更し、今年度取り組むこととしました。
　①�県予算における教育予算の割合が低く、校舎の老朽化やエアコン未設置などの施設・
設備が改善されず、子どもたちに我慢を強いている状況があること。

　②�欠員が60人以上も発生しているなど、教職員が不足している
ことから、早急に定数改善を行う必要があること。

　③�「30人以下学級」は少子化により世論の理解を得にくい状況
となっていること。また、「30人以下学級」の言葉のみをとら
えて不採択とされてきたこと。

　以上の理由から標題を変更しました。
　ぜひとも趣旨に賛同いただき、今年度も署名にご協力いただけ
れば幸いです。
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編 集 後 記

令和７年７月５日（土）　妙高市新井総合コミュニティセンター

第１分科会　子供の意欲を高める家庭教育
～子供は家でこそわがままであれ～　に参加して
－子どもの『主体的選択』を促そう！－

サステナブルな未来づくりのためにサステナブルな未来づくりのために
～創造と協働を　石川から～～創造と協働を　石川から～

石 川 大 会

参加して参加して
きました！きました！

令和７年８月22日（金）・23日（土）
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（一社） 新潟県ＰＴＡ安全互助会からのお知らせ（一社） 新潟県ＰＴＡ安全互助会からのお知らせ

　新潟県P連・新潟市P連所属のPTA会員の安全と健康に関する意識の向上を
図り、その活動を奨励するために助成金を交付しています。

○○自転車交通安全教室　○○野生動物から身を守る講演会　○○救急法講習会　○○メディア（ネットトラブル防止 等）に関する研修会　
○○人権講演会（いじめ防止・人間関係づくり 等）　○○思春期講座　○○薬物乱用防止教室　○○危険箇所整備　○○通学路の安全点検･標識製作
○○防災講演会　○○スポーツ障害防止研修会　○○疾病予防講演会（うつ病・自殺予防 等）　○○けがや病気を予防する栄養講演会

申請事例

新潟県P連・新潟市P連の単位PTA	 　２万円以内
22郡市P連・８区P連	 　５万円以内
複数単位PTA	 　５万円を限度に安全普及啓発活動安全普及啓発活動にに

助成助成しま すしま す！！

助 成 額

申請書等の様式のダウンロードは、ホームページで検索して
ください。 

◎必ず活動前に申請が必要です。
➡ (一社)新潟県PTA安全互助会のページ新潟県PTA連合会

申請方法

お子さまの「困ったとき」のお役に立ちます

一般社団法人 新潟県 PTA 安全互助会の任意加入の制度です
小 ･ 中学生総合補償制度追加募集のお知らせ

新潟県小中学校 PTA 連合会・新潟市小中学校 PTA 連合会 会員のみなさまへ 令和7 年度

（団体総合生活保険）
団体割引等

割安
51％

最  

大

＊一部対象とならないプランがございます

こどもがいじめに
あってしまった*

こどもが学校から
借りたタブレットを

壊してしまった

こどもが熱中症に
なってしまった　

イラスト © 東京海上日動

こどもが自転車で
他人にけがをさせてしまった

弁護士への相談*

学校内・部活動中・通学中・プライベートを問わず24時間しっかりサポート 

● 制度に関するお問い合わせ先
一般社団法人新潟県PTA安全互助会

（取扱幹事代理店 有限会社新潟コーリン）
〒950-0965
新潟市中央区新光町7-2 新潟県商工会館５F
TEL 025-280-0361

（受付時間／月曜～金曜　９：00 ～ 17：00）
●非幹事代理店　よりそう保険コンシェル株式会社

【引受幹事保険会社】
東 京 海 上 日 動 火 災 保 険 株 式 会 社

【引受非幹事保険会社】　
共 栄 火 災 海 上 保 険 株 式 会 社
三 井 住 友 海 上 火 災 保 険 株 式 会 社
損 害 保 険 ジ ャ パ ン 株 式 会 社
Ａ Ｉ Ｇ 損 害 保 険 株 式 会 社

この広告は団体総合生活保険の概要についてご紹介したものです。ご加入にあたっては必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。ご不明点等がある場合には、代理店ま
でお問い合わせください。＊補償を受けられる方またはその家族が、補償内容が同様の保険契約を他にご契約されているときには、補償が重複することがあります。

© 新潟県

募集文書番号　25TX-002837　令和７年９月作成

＊�PCからの場合は、http://ezoo.jp/ds4/A01268425042411より
アクセスしてください。

お申し込みは、
スマートフォン・タブレット・
パソコンから
簡単に手続きできます

WEBでのお申し込み

締切日 毎月末日23時59分
最終締切：10月31日（金）23時59分

加入者保険期間 申込月の翌月１日午後４時から
令和８年４月１日午後４時まで

募集締切

追加募集用


